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終わりに、きょうだいたち、私たちのために祈ってください。主の言葉が、あなたがた

のところと同じように、速やかに広まり、崇められますように。また、私たちがよこしま

な悪人たちから逃れられますように。すべての人に信仰があるわけではないからです。し

かし、主は真実な方です。あなたがたを強め、悪しき者から守ってくださいます。そして、

私たちが命じることを、あなたがたが現に行っており、これからも行ってくれるものと、

私たちは主にあって確信しています。どうか、主があなたがたの心を、神の愛とキリスト

の忍耐へとまっすぐに向けてくださいますように。（Ⅱテサロニケ 3:1 ～ 5 ） 

 

パウロがⅠテサロニケ 5 章 25節で、「きょうだいたち、私たちのためにも祈ってくださ

い」と、祈りを求めていたように、Ⅱテサロニケの著者も、「終わりに、きょうだいたち、

私たちのために祈ってください」と、同じ祈りを求めている。自分の弱さを知っている指

導者は皆、真剣に助けを祈り求める。自分一人では立てないことを知っているから、同信

の仲間にも自分のために祈ってもらうことを懇願するのである。教会は祈り、祈られるこ

とによって、共に立つ祈りの共同体である。 

著者が祈ってもらいたいことは、「主の言葉が、あなたがたのところと同じように、速

やかに広まり、崇められますように。また、私たちがよこしまな悪人たちから逃れられま

すように」という二つである。一つは、主の言葉が宣べ伝えられ、御名が崇められること

で、これは、全ての宣教者が切に求める祈りである。もう一つは、道に外れた悪人たちか

ら逃れられるようにという祈りである。宣教者たちは未知の都市で悪人たちにも遭遇する。

当時は、むき出しの暴力が横行していた。パウロは鞭や石で打たれただけでなく、経験し

た諸々の苦労を、「川の難、盗賊の難、同胞からの難、異邦人からの難、町での難、荒れ

野での難、海上の難、偽兄弟たちからの難（Ⅱコリント 11:26 ）」 と列挙している。著者

は、悪人たちから受ける様々な苦難から守られるように祈ってほしいと求めている。それ

は「すべての人に信仰があるわけではないからです」と、御言葉の宣教には反対する勢力

があるからと言っている。「しかし、主は真実な方です。あなたがたを強め、悪しき者か

ら守ってくださいます」と、神の守りが必ずあると言っている。この言葉は、自分たちに

も守りがあり、それを経験しているとの言葉でもある。そして著者は、「私たちが命じる

ことを、あなたがたは現に行っており、これからも行ってくれるものと、私たちは主にあ

って確信しています」と、テサロニケの信徒たちが、教えられた福音に従った信仰生活を

現にしており、これからも実行することを確信していると、信頼の言葉を書いている。信

頼の言葉が、さらに信頼に向かって立つように支えてくれることは、私たちがしばしば経

験することである、そして、「どうか、主があなたがたの心を、神の愛とキリストの忍耐

へとまっすぐに向けてくださいますように」と祈っている。神の愛に心が向けられている

ところでは、人はどんなことがあっても、自分自身を失うことはない。もう一つは、キリ

ストの忍耐へと心を向けられるようにという祈りである。キリストは十字架の死に至るま

で、神への従順を全うされた。第二イザヤは「主の僕の歌」で、「彼が自分の命を死に至

るまで注ぎ出し / 背く者の一人に数えられたからだ。多くの人の罪を担い / 背く者のため

に執り成しをしたのは / この人であった（イザヤ 53:12b ）」 と歌っている。人の罪を贖う

ために十字架の苦しみに耐え抜いたキリストに心を寄せられるなら、今までとは違う自分

が導き出されてくるという祈りである。 


